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本日の登壇者

〇吉備中央町

町長 山本雅則

〇国立大学法人岡山大学

学長 那須保友

理事（医療担当）・岡山大学病院長 前田嘉信 〔寄付講座担当教授（兼務）〕

副理事（研究・産学共創総括担当）・副学長（学事担当）・上級URA 佐藤法仁 〔J-PEAKS担当〕

学術研究院 医歯薬学域（医学系） 助教（特任） 上田浩平 〔寄付講座担当助教〕 敬称略

山本雅則町長 那須保友学長 前田嘉信理事・病院長 佐藤法仁副理事・副学長 上田浩平助教

*

*J-PEAKS：地域中核・特色ある研究大学強化促進事業
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１．はじめに

岡山大学は2021年1月、「心豊かな暮らし」（Well-being）と「持続可能な環境・社会・経済」
（Sustainability）を実現するという理念等が一致したことから、「吉備高原都市スーパーシティ構
想」推進協議会にリードアーキテクトとして参画しました。

それ以降、同協議会において議論に加わり、構想の検討・立案が進められ、2022年3月10日に

は、内閣府の国家戦略特別区域諮問会議において、全国初となる革新的事業連携型国家戦略
特区「デジタル田園健康特区」に吉備中央町が指定されました。（2022年4月12日に閣議決定）

本指定を受け、今までの実績と信頼関係を基盤に、より緊密で組織的な連携・協力体制をとるこ
とにより、デジタル田園健康特区における事業構想等をはじめとした、広範囲な地方創生・人材育
成・SDGs達成を推進するため、岡山大学と吉備中央町の協定を2022年4月13日に締結しました。

さらに規制緩和提案達成の第1号として、妊娠糖尿病妊婦の産後フォローの明確化などの実施
や文部科学省の「地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）」等において、社会変革
の実現の場として、吉備中央町とともに新しい地域、価値を築き上げていく挑戦を進めています。

「デジタル田園健康特区」事業構想等を通じた
地域課題解決の先駆的モデル構築に向け、吉
備中央町と連携・協力に関する協定を締結

デジタル田園健康特区 吉備中央町 規制緩
和提案達成 第1号 妊娠糖尿病妊婦の産後

フォローの明確化「妊婦健診を踏まえた予防
的介入検査の実現と産後ケアの充実」

文部科学省「地域中核・特色ある研究大学強
化促進事業（J-PEAKS）」に採択～地域と地球の

未来を共創し、世界の革新の中核となる研究
大学：岡山大学の実現を加速とともに世界に
誇れる我が国の研究大学の山脈を築く～

https://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id11133.html https://www.okayama-u.ac.jp/tp/release/release_id1133.html https://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id12723.html



地域中核・特色ある研究
大学強化促進事業
（J-PEAKS）

岡山大学の取り組み図
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国立大学法人岡山大学
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２．寄付講座「地域医療ＤＸ推進講座」について

地域医療における課題
１．高齢化に伴う慢性疾患の増加、

交通インフラの減少による受診機会の減少
２．医療機関の減少、偏在化、専門診療科の不足
３．救急医療における長時間搬送の問題

デジタル田園健康特区に指定された吉備中央町において
地域医療の課題をDX技術で解決する可能性を研究する

岡山県の中央(へそ）



救急医療におけるDX化推進事業
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２．寄付講座「地域医療ＤＸ推進講座」について

吉備中央町などの中山間地域
における救急搬送の課題

重症度に合わせた搬送先の選定
⾧時間搬送による病状の増悪
搬送後の治療開始時間の延⾧

①

②

③

④

⑤

⑥
⑦

⑧

⑨

※赤太字は2019～21の平均搬送時間が１時間以上の病院

搬送距離
(吉備プラザからの距離)

搬送時間（hh:mm:ss）搬送先
の病院 2021年2020年2019年

29.3km1:02:440:57:320:57:37❶

30.4km1:03:471:03:251:04:34❷

21.4km0:56:310:52:390:52:26❸

32.9km1:05:541:07:191:04:47❹

32.6km1:12:281:15:471:06:56❺

32.2km1:11:581:11:571:07:51❻

35.5km1:20:581:08:481:17:14❼

1.1km0:38:370:50:190:39:35❽

33.1km1:12:591:11:511:00:09❾
-1:06:351:03:091:02:53その他

→救急救命士による超音波検査

救急救命士に対する超音波教育

救急車内における超音波画像伝送システム



この寄付講座は吉備中央町を実証の場として、地域医療の課題をDX化によって解決することを
目指し開設されました。
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２．寄付講座「地域医療ＤＸ推進講座」について

上田浩平 助教
地域医療DX推進講座

私たちは医療の本質は人と人のつながりであると信じています。
しかし、地域医療の抱えている課題は多く、人的な資源も限られています。
そのため、地域医療におけるDX化を推進し、効果的、効率的な医療を提

供することが重要です。

近年、医療におけるDX化は飛躍的に進歩を遂げていますが、地域医療
におけるICT技術を活用したデジタル化や医療連携、職種間におけるタスク
シフトに関する効果についてはまだエビデンスが不足しています。

また、吉備中央町のような地域医療の課題を抱える自治体は日本全国に
存在し、今後さらに増える可能性があります。

私たちは吉備中央町をモデルとして地域医療DXについて研究を行い、全
国の同じ悩みを抱える地域と連携し、課題解決に取り組みたいと考えてい
ます。



吉備中央町は2022年に国家戦略特区「デジタル田園健康特区」のモデル都市に指定されました。
この特区では、デジタル技術と規制緩和を組み合わせた、中山間地域の健康・医療に関する様々な
課題に取り組んでおり、これらは吉備中央町だけではなく、我が国全体の課題解決、社会変革に寄
与するものと考えています。
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３．寄付講座「地域医療ＤＸ推進講座」への期待

山本雅則
（吉備中央町長）

吉備中央町
https://www.town.kibichuo.lg.jp/

デジタル田園健康特区である吉備中央町を実証フィールドとして、様々
な取り組みを推進する中、本寄付講座では地域医療における課題に対し
て、DX化の推進とその効果に焦点を当て、効率的な医療体制の構築に
ついて研究等を行っていただきます。

岡山大学は昨年度、文部科学省の「地域中核・特色ある研究大学強化
促進事業（J-PEAKS）」に採択され、デジタル田園健康特区を「外なる場」
としてのフィールドとして、社会変革に資する取り組みを実施しています。
本寄付講座もJ-PEAKSの取り組みを強力に推進するひとつであり、吉備
中央町も大いに期待しています。どうぞ寄付講座へのご支援をよろしくお
願い申し上げます。



＜参考＞

・「デジタル田園健康特区」事業構想等を通じた地域課題解決の先駆的モデル構築に向け、吉備中
央町と連携・協力に関する協定を締結

https://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id11133.html

・デジタル田園健康特区 吉備中央町 規制緩和提案達成 第1号 妊娠糖尿病妊婦の産後フォロー
の明確化「妊婦健診を踏まえた予防的介入検査の実現と産後ケアの充実」
https://www.okayama-u.ac.jp/tp/release/release_id1133.html

・デジタル田園健康特区においてアカデミアが果たす役割とは ～那須理事が内閣府主催「スーパー
シティ・スマートシティフォーラム」で講演～
https://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id11480.html

・デジタル田園健康特区でどのように地域医療が変わるのか～那須学長と牧講師が内閣府主催
「スーパーシティ・デジタル田園健康特区フォーラム」に登壇～
https://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id12734.html

・岡山大学広報「いちょう並木」 Vol.105を発行 ～J-PEAKS採択特別企画 世界に誇れる研究大学
の山脈を築く～
https://www.okayama-u.ac.jp/tp/news/news_id12963.html ９

４．その他



【地域中核・特色ある研究大学強化促進事業に関する件】
岡山大学研究・イノベーション共創機構
研究・イノベーション共創管理統括部
TEL：086-251-7115
E-mail：innovation◎adm.okayama-u.ac.jp

【寄付講座「地域医療ＤＸ推進講座」に関する件】
岡山大学 学術研究院 医歯薬学域（医学系）
助教（特任） 上田浩平
TEL: 086-235-7426
E-mail：p3t40u69◎Okayama-u.ac.jp

１０（終）


